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プログラム

◆９月３日（土）　１日目：第１会場（T31）

特別講演� （10：40～11：40）

座長：京都府薬剤師会 会長　　川勝　一雄

 2025 年へのカウントダウン～薬剤師の新たな役割～

国際医療福祉大学大学院 教授
○武藤　正樹

◆９月３日（土）　１日目：第１会場（T31）

基調講演� （10：10～10：40）

座長：京都府立医科大学附属病院 薬剤部�薬剤部長　　四方　敬介

 ともに進めよう！地域連携とチーム医療　～その広がりにどう備えるか～

京都府薬剤師会 会長
○川勝　一雄

◆９月４日（日）　２日目：第１会場（T31）

教育講演� （14：40～15：40）

座長：ダイガク薬局　　渡邊　大記

ES 2025 年の薬局・薬剤師

次世代薬局研究会 2025 代表
○藤田　道男

◆９月３日（土）　１日目：第１会場（T31）

シンポジウム１� （13：00～14：30）

心不全患者への多職種のかかわりについて

オーガナイザー兼座長：社会福祉法人京都社会事業財団 京都桂病院 薬剤科　　野﨑　　歩

S1-1 心不全チーム医療の抱える課題を整理する

兵庫県立姫路循環器病センター 循環器内科 循環器内科医長・救急科医長
○大石　醒悟
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S1-2 心不全患者への多職種介入における看護師の役割り

兵庫県立姫路循環器病センター 看護部 慢性心不全看護認定看護師
○辻井　由紀

S1-3 心不全チームにおける病院薬剤師の役割

兵庫県立尼崎総合医療センター 薬剤部
○寺崎　展幸

S1-4 心不全チームにおけるシームレスな薬剤師の関わり

京都桂病院 1）、京都桂病院 看護部 2）、京都桂病院 薬剤科 3）、京都桂病院 心臓血管センター4）

○野﨑　　歩 1）、深見　智子 2）、堀内　　望 3）、小林　由佳 3）、溝渕　正寛 4）、小林　智子 4）、
中村　　茂 4）

◆９月３日（土）　１日目：第２会場（Q31）

シンポジウム２� （13：00～14：30）

患者に求められる国内未承認薬・適応外薬を適切に提供するには

オーガナイザー兼座長：京都薬科大学 臨床薬学教育研究センター 講師　　中村　暢彦

S2-1 社会が必要とする薬剤の市販化に向けて

福井大学医学部附属病院 医学研究支援センター 講師
○渡辺　享平

S2-2 がん性皮膚潰瘍臭改善治療薬の承認までのアプローチを薬剤師が実践して

昭和薬科大学 臨床薬学教育研究センター 臨床薬学分野 実践薬学部門 准教授
○渡部　一宏

◆９月３日（土）　１日目：第１会場（T31）

シンポジウム３� （15：50～17：20）

かかりつけ薬剤師活動を先駆的に取組んできたプロジェクト： 
薬剤師中間介入研究（PIIS）の成果を検討する

オーガナイザー：明治薬科大学　　赤沢　　学
座長：アプライド・セラピューティクス学会 会長　　緒方　宏泰

座長：プライマリーファーマシー　　山村　真一

S3-1 薬剤師中間介入研究（PIIS）の意義と進捗状況

明治薬科大学大学院 公衆衛生疫学研究室
○三上　明子
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S3-2 在宅患者における PIIS の事例紹介

（株）はいやく 波津薬局
○生駒　　徹

S3-3 当薬局が経験した患者と医療従事者との関わり方と情報共有の重要性について

株式会社スパーテル 1）、てまり古府薬局 2）

○庄源　民湖 1,2）

S3-4 疾患と共に歩む患者さんの人生目標に沿った服薬支援活動の追求

株式会社エイトライフ 三崎薬局
○白井　正一

◆９月４日（日）　２日目：第１会場（T31）

シンポジウム４� （10：10～11：40）

生活支援の視点からの薬物療法管理 ～多職種で紡ぐ最適化のための十分条件～

オーガナイザー：ダイガク薬局　　渡邊　大記
オーガナイザー兼座長：医療法人同仁会（社団）京都九条病院 薬剤部 部長　　友沢　明徳

座長：洛和会音羽リハビリテーション病院 薬剤部 課長　大津山裕美子

S4-1 ＡＤＬに応じた服薬管理のための課題　～作業療法士の立場から～

洛和会音羽リハビリテーション病院 リハビリテーション部 係長
○難波　忠明

S4-2 摂食嚥下機能に応じた薬剤選択のための課題～看護師の立場～

済生会京都府病院 看護部
○下條　美佳

S4-3 療養環境に応じた処方設計のための課題～介護支援専門員の立場から

日ノ岡居宅介護支援センター
○森田　恵子

S4-4 医療・介護・福祉連携における薬物療法最適化のための課題

宝塚市立病院 薬剤部 1）、宝塚市立病院 地域医療連携部 2）

○吉岡　睦展 1）、馬淵英一郎 2）
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◆９月４日（日）　２日目：第１会場（T31）

シンポジウム５� （13：00～14：30）

臨床研究の進め方 ～立案から論文投稿まで～

オーガナイザー兼座長：立命館大学 薬学部 教授　　桂　　敏也

S5-1 臨床研究デザイン

京都大学医学部附属病院 臨床研究教育研修部 特定准教授
○福間　真悟

S5-2 臨床研究における倫理面での配慮

武蔵野大学薬学部 臨床薬学センター 教授
○三原　　潔

S5-3 採択される論文作成・投稿のルールとポイント

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 生体制御科学専攻 生体薬物制御学講座  
生物情報機能学分野 教授
○有吉　範高

◆９月４日（日）　２日目：第２会場（Q31）

シンポジウム６� （13：00～14：30）

高齢者に対する適切な薬物療法の実際 ～地域連携とチーム医療での取り組み～

オーガナイザー兼座長：松下記念病院 薬剤部 部長　　平田　敦宏
座長：京都第二赤十字病院 薬剤部 副部長　　友金　幹視

S6-1 高齢者の安全な薬物療法ガイドライン 2015　～高齢者医療を変えよう！～

大阪大学大学院医学系研究科 老年・総合内科学 医学部講師
○竹屋　　泰

S6-2 適切な高齢者への薬物療法を妨げる原因とその対応～薬薬＆多職種連携事例～

医療法人つくし会 南国病院 薬剤部 部長
○川添　哲嗣

S6-3 尾道方式退院前ケアカンファレンスによる地域連携

尾道市立市民病院 薬剤部 専門員
○向井　弘恵

S6-4 在宅で薬物療法を効果的にしたチーム医療実践例

有限会社 白澤薬局 代表取締役・薬剤師
○金光　伴訓
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◆９月３日（土）　１日目：第３会場（躬行館３F・Q32）

ランチョンセミナー１� （11：50～12：50）

座長：医療法人社団蘇生会 蘇生会総合病院 薬剤部長　　甲斐　絢子

 ２型糖尿病の治療戦略 ～患者本位の治療目標の設定と、糖尿病治療薬の選択を中心に～

京都第一赤十字病院 糖尿病・内分泌内科 部長
○田中　　亨

共催：田辺三菱製薬株式会社

◆９月３日（土）　１日目：第４会場（躬行館３F・Q33）

ランチョンセミナー２� （11：50～12：50）

座長：神戸市立医療センター中央市民病院 薬剤部 院長補佐　　橋田　　亨

 地域包括ケアにおける薬剤師の役割 ～在宅チーム医療、多職種連携の実際～

株式会社ファーマシィ 東京支店 医療連携部 部長
○孫　　尚孝

共催：エーザイ株式会社

◆９月４日（日）　２日目：第３会場（躬行館３F・Q32）

ランチョンセミナー３� （11：50～12：50）

座長：京都府立医科大学附属病院 薬剤部 薬剤部長　　四方　敬介

 抗がん薬曝露対策に関する薬剤師の悪い７つの習慣

国際医療福祉大学熱海病院 薬剤部 薬局長
○鈴木　高弘

共催：日本化薬株式会社

◆９月４日（日）　２日目：第４会場（躬行館３F・Q33）

ランチョンセミナー４� （11：50～12：50）

座長：医療法人社団洛和会 洛和会音羽病院 薬剤部 次長　　三浦　　誠

 今後求められる医薬品安全管理について

社会医療法人生長会ベルランド総合病院 クオリティー管理センター 部長
○楠本　茂雅

共催：ニプロ株式会社
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◆９月４日（日）　２日目：第５会場（躬行館３F・Q34）

ランチョンセミナー５� （11：50～12：50）

座長：滋賀県立成人病センター 病院長　宮地　良樹

 医療従事者に対する曝露対策の必要性 ～医師の立場から～

国立がんセンター名誉総長 公益財団法人日本対がん協会 会長／ 
NPO 法人抗がん剤曝露対策協議会 理事長
○垣添　忠生

共催：テルモ株式会社

◆９月３日（土）　１日目：第３会場（躬行館３F・Q32）

スイーツセミナー１� （14：40～15：40）

座長：社会医療法人北斗会 さわ病院 薬剤部 薬剤部長　　天正　雅美

 処方薬乱用の理解と支援 - 薬剤師による気づき・関わり・つなぎ

国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 薬物依存研究部  
心理社会研究室長
○嶋根　卓也

共催：共和薬品工業株式会社

◆９月３日（土）　１日目：第４会場（躬行館３F・Q33）

スイーツセミナー２� （14：40～15：40）

健康寿命延伸に向けて

座長：京都第二赤十字病院 薬剤部 副薬剤部長　　友金　幹視

 ロコモティブ シンドローム

金井病院 整形外科 部長 ヘルスプロモーションセンター長／京都府立医科大学  
整形外科 客員講師
○劉　　和輝

 骨粗鬆症

京都府立医科大学 整形外科 准教授
○堀井　基行

共催：中外製薬株式会社
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◆９月３日（土）　１日目：第７会場（Q371〜373）

ワークショップ� （14：40～16：40）

脂質異常症における科学的・合理的な薬物治療を考える

オーガナイザー兼座長：横浜総合病院 薬剤科 科長代理　　佐村　　優
オーガナイザー兼座長：新座病院 薬剤科　　金井　紀仁

ワークショップ 1 家族性高コレステロール血症に対する二次予防

越谷市立病院 薬剤科
○中田　和宏

ワークショップ 2 心血管イベントのリスク評価と一次予防

日本大学医学部附属板橋病院 薬剤部
○栃倉　尚広

◆９月４日（日）　２日目：第７会場（Q371〜373）

スポンサードワークショップ� （13：00～15：00）

薬剤師による吸入支援の向上を目指して

座長：近畿調剤 平野神社前薬局 管理薬剤師　　腰山　節子

 喘息・COPD の吸入薬の使い分け 2017

三菱京都病院 呼吸器・アレルギー内科 部長
○安場　広高

代表的な吸入薬の吸入支援ロールプレイ

司会：大阪赤十字病院 呼吸器内科 副部長　　吉村　千恵

 吸入療法の支援ポイント

近畿調剤 平野神社前薬局 管理薬剤師
○腰山　節子

 各種吸入薬のロールプレイ

アドバイザー： 吸入療法のステップアップをめざす会メンバー 
駒瀬　裕子、安場　広高、吉村　千恵、森田　恭平、上田　哲也、 
佐藤　　晋、白木　　晶、小熊　哲也、谷村　和哉、船造　智子、 
腰山　節子、竹村　充代、小西　洋子、三木　芳晃、塚本　啓介、 
中根　茂喜、高山　紗綾、丹波　卯子、保井　洋平、浅野　裕紀、 
伊藤　　光、板野　昌志

共催：杏林製薬株式会社
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◆９月４日（日）　２日目：第２会場（Q31）

一般演題１� （10：10～10：50）

座長：医療法人社団洛和会 洛和会音羽病院 薬剤部 次長　　三浦　　誠

O1-1 新しい統計表示法 NMatrix は同効薬の特性を示し症例に最適な薬剤選択を促す

美濃市立美濃病院 整形外科
○中村　正生

O1-2 疼痛管理適正化のためのレバブピバカインによる運動神経障害発現因子の探索

京都九条病院 薬剤部 1）、京都九条病院 消化器外科 2）

○前田あかね 1）、北川　一智 2）、國永　智昭 1）、吉川　千秋 1）、鈴木　あや 1）、友沢　明徳 1）

O1-3 良質な医薬品提供を目的とした詳細情報の一覧表示・検索システムの検討

法政大学イノベーションマネジメント専攻
○小泉　達勇

O1-4 腎機能評価に連動した薬剤投与量確認システムの作成とその評価

京都市立病院 薬剤科
○多留木崇志、大橋　正和、村田　龍宣、津々路桂子、小野　　勝、村岡　淳二

◆９月４日（日）　２日目：第２会場（Q31）

一般演題２� （11：00～11：50）

座長：地方独立行政法人 京都市立病院機構 京都市立病院 薬剤科　　村田　龍宣

O2-1 疑義照会分析～リスクマネージャーの立場から処方提案事例の抽出～

京都第二赤十字病院薬剤部 1）、京都第二赤十字病院医療安全推進室 2）

○小森　玉緒 1,2）、友金　幹視 1）、三上　　正 1,2）

O2-2 薬局薬剤師の関与による残薬調整から処方変更への実践

薬樹薬局宮前平 2 号店
○大貫　ミチ、勝又那穂子、木下　達也

O2-3 医薬品リスク管理計画書の記載内容についての評価

越谷市立病院 薬剤科 1）、腎移植フォローセンター余丁町クリニック 薬剤部 2）、 
新座病院 薬剤科 3）、明治薬科大学 薬物治療学教室 4）、横浜総合病院 薬剤科 5）、 
前橋北病院 薬局 6）、明治薬科大学 名誉教授 7）

○中田　和宏 1）、堀内　淳子 2）、金井　紀仁 3）、林　　洋子 4）、佐村　　優 5）、山岡　和幸 6）、
緒方　宏泰 7）



－28－

The 7th Annual Meeting of Japanese Society for Applied Therapeutics

O2-4 糖尿病教育入院患者における薬剤師の関わり

洛和会音羽病院
○鈴鹿　修平、倉田　　歩、杉本　　明、三浦　　誠

O2-5 臨床薬物動態学情報局の活動

浜松医療センター 薬剤科 1）、おかじま調剤薬局 2）、明治薬科大学 薬物治療学教室 3）、 
余丁町クリニック腎移植フォローセンター 薬剤部 4）、明治薬科大学 名誉教授 5）

○宮本　康敬 1）、浅利　圭子 2）、林　　洋子 3）、堀内　淳子 4）、緒方　宏泰 5）

◆９月３日（土）　１日目：ポスター会場（３F　ロビー・廊下）	

ポスター示説� （16：40～17：00）

P-1 抗てんかん薬の多剤併用時における相互作用に対するラットを用いた検討

摂南大学 薬学部
○谷奥　　寛、小森　浩二

P-2 エタノールによる医薬品の薬理作用に対する行動薬理学的手法を用いた評価

摂南大学 薬学部
○近藤　暁嗣、小森　浩二

P-3 熊本地震における災害医療支援の経験から薬剤師の役割を考える

京都府立医科大学附属病院 薬剤部
○田渕　祐輔、牧野洸太朗、土井　恵介、小阪　直史、横田麻里子、四方　敬介

P-4 糖尿病透析患者における鉄保持力が低下する要因の考察

摂南大学薬学部
○寺田　千恵、菊田　真穂、小森　浩二

P-5 糖尿病透析患者を Young Adult Mean（YAM）で評価する適切性

摂南大学薬学部
○小山　拓真、菊田　真穂、小森　浩二

P-6 PCSK9 阻害薬の院内採用における適正使用の検討

医療法人社団緑成会 横浜総合病院 薬剤科
○佐村　　優、仙内　光子、内田　仁樹、廣瀬　直樹、小川　寿子、関根　寿一

P-7 個人輸入代行業者を介して購入されたアモキサピンによる中毒１症例

武蔵野赤十字病院
○相原　史子
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P-8 関節リウマチ患者における生物学的製剤の副作用重篤化回避に関する検討

医療法人社団緑成会横浜総合病院
○小川　寿子、仙内　光子、堀　慎太郎、長野もも瀬、小町　和樹、平元　　岳、佐村　　優、

関根　寿一

P-9 静脈血栓塞栓症に対する新規経口抗凝固薬の院内適正使用に関する検討

医療法人社団 緑成会 横浜総合病院
○内田　仁樹、山本　彩子、腰岡　　桜、廣瀬　直樹、佐村　　優、関根　寿一
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